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18/3 期は中大型射出機とダイガストマシン寄与で大幅増益へ

株価 646 円（4/27） 時価総額 134 億円（4/27） 発行済株 20,703 千株（4/27）
PER（18/3DO：7.1X） PBR（0.72X） 配当 25 円  配当利回り：3.87％
要約

17/3 期は自動車関連と生活関連が好調で IT の不振を補い 3.9％増収、1.3％営業増益

4 月 26 日に 17/3 期

業績を発表、27 日に決

算説明会が開催され

た。17/3 期は売上高

277.07 億円（ 3.9 ％

増）、営業利益 18.23 億

円（同 1.3％増）、経常

利益 18.22 億円（0.5％
増）、税引利益 15.05 億

円（19.2％減）となっ

た。売上面では射出成

形機が国内、北米自動

車向けと国内・欧州の

生活用品関連の中・大

型機が伸び、IT・電子

機器関連向けの小型

機の落込みをカバー

し 1.9%増収を確保。ダ

イガストマシンも自

動車関連が全地域で

好調に推移し、IT・電

子機器関連向の大口

・17/3 期は自動車関連と生活関連が好調で IT の不振を補い 3.9％増収、1.3％営業増益

・18/3 期は中大型射出機の増産設備寄与とダイガストマシンの伸びで大幅増収増益期待

・株価は同社の強みを反映せず割安に放置、PBR1 倍の 786 円目標、中期的には 1680 円



需 要 減 を 補 い

9.3%増収を確保

した。なお受注

額は 12.4％増の

291.60 億円と売

上の伸びを上回

り、受注残高は

22.9 ％ 増 の

77.86 億円とな

った。利益面で

は増収効果とコ

スト削減から営

業、経常微増益を確保、但し税引利益は繰り延べ税金資産計上に伴う法人税等調整額がなく

なった影響で 19.2％減益に。

18/3 期は中大型射出機の増産設備寄与とダイガストマシンの伸びで大幅増収増益期待

18/3 期会社予想は、受注高 310 億円（6.3％増）、売上高 300 億円（8.3%増）、営業利益

24 億円（31.6％増）、経常利益 24 億円（31.7%）、税引利益 15.6 億円（3.6％増）となって

いる。収益性の向上はダイガストマシンの構成比アップ、射出成型機の中大型比率の向上が

寄与する。ただし、中期経営計画に対し、売上高では計画並みも、円高影響があり、営業利

益は中計比 6 億円未達予想としている。

売上面では懸案であったフレーム製缶工場が完成、2017 年４月より稼働し、全体として

生産能力が 30％アップ、特に需要に追い付かない中大型射出成形機（型締め 300ｔ～999
ｔ）の供給拡大が見込まれる。現状、射出成型機における中大型機比率は 30％程度である

が、能力アップで構成比率が上がれば利益率の向上につながるだけに、今期の収益率向上に

大きく寄与する見通し。なお、小型射出成形機は従来の同社得意先である 3 大スマホ製造

向けの受注が一巡しているものの、3 月には中国 IT 向けに大型受注を獲得、４月も引き続

き高水準な受注が継続している。今後、中国新興メーカーのスマホシェア拡大から新たな需

要も見込まれ、射出機受注は会社予想を上回って推移、生産能力増強もあり、売上でも受注

消化がスムーズになされ、会社予想を上回る収益が期待される。

ダイガストマシンは国内では需要が成熟しているものの、競合メーカーが国内 4 社程度

と少なく、収益性は安定している。世界的には、自動車の軽量化が環境対応の切り札として

期待され、中国でも軽量で安価なアルミ部材への本格的な需要拡大が見込まれ、日系、欧米

系進出企業向けにダイガストマシンのニーズが引き続き拡大しよう。なお、ハイブリッド、

完全電動ダイがストの本格普及は時間を要し、実売は限定的なものにとどまろう。



全体として 18/3 期は自動車向け射出成形機、ダイガストマシンの需要の拡大、また中大

型射出成形機の能力増強効果がフル寄与、さらに提携関係にある日本製鋼所への部材供給

が本格的に始まるなどから、会社予想を上回る収益が見込まれる。

株価は同社の強みを反映せず割安に放置、PBR1 倍の 786 円目標、中期的には 1680 円

4/27 の株価は 4/26 の 17/3 期決算発表を受け、18/3 期の大幅増益予想、17/3 期 2 円増配

の 17 円、18/3 期７円増配の 25 円配などを背景に前日比 100 円ストップ高の 646 円となっ

た。但しこの水準でも会社予想 EPS82.97 円に対し PER7.8 倍と、機械平均の 19.3 倍、小

型株平均の 18.4 倍を大きく下回り割安状況にあり、当面、PBR1 倍の 786 円を目標とする。

また同社は、射出成形機において電動化でファナックと並んで先駆者であり、また国内生

産台数トップを誇るアルミダイカストマシーンでも世界初の完全電動ダイガストマシンを

開発するなど、高い技術力を持っている。現在、同社の技術力の高さを株価が反映していな

いと考え、18/3 期 DO 予想 EPS91.5 円に対して、小型株平均 PER18.4 倍の 1680 円を中

期目標としたい。




